
令和６年度第 1 回 燕市図書館協議会 会議録（要旨） 
 

日  時 8 月 6 日（火）午前 9 時 30 分～11 時 00 分 

会  場 燕市役所 3 階 301 会議室 

出席委員 相澤 一徳委員、大竹 正宏委員、加藤 一夫委員、白鳥 みのり委員、 

田中 淳子委員、山口 博幸委員、山本 智香子委員 

欠席委員 田村 京子委員、柳原 康浩委員 

事 務 局  燕市教育委員会 小林教育長、岡部教育次長、 

社会教育課 石黒社会教育課長、古澤課長補佐、石村係長、高口主任 

     指定管理者 加藤館長、山田業務責任者 

報道機関 なし 

傍 聴 者 なし 

報告 

(１)令和 5 年度図書館利用状況について 

(２)令和 5 年度図書館事業実施状況について 

(３)令和 5 年度蔵書点検報告について 

(４)令和 6 年度図書館事業計画について 

協議  

(１) 第 3 次燕市子ども読書活動推進計画の策定について 

(２) 本市の子どもの読書活動の実態 

(３) 燕市第 3 次子ども読書活動推進計画の基本的な考え方 

 

 

[以下、会議録（要旨）] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 



報告 

(１)令和 5 年度図書館利用状況について 

《事務局説明》 

（委員からの質問なし） 

 

(２)令和 5 年度図書館事業実施状況について 

《事務局説明》 

 

○委員 

燕市公式 SNSでもイベントの案内があるが、子ども向けのイベントが多く、 

なかなか参加の機会がなかった。一覧表で見ると 1年間のうち図書館主催のイベ

ントを数多く行っていることが分かった。予算の配分はどうなっているのか。 

 

○事務局 

自主事業の予算の中から 3館でイベント毎に分配をしている。 

 

(３)令和 5 年度蔵書点検報告について 

《事務局説明》 

（委員からの質問なし） 

 

(４)令和 6 年度図書館事業計画について 

《事務局説明》 

 

○委員 

読み聞かせ事業の中で「大人が楽しむおはなし会」とあるが 3館同時に 

実施しているのか。 

 

○事務局 

3館それぞれで、大体 11月を目安として各館 1回ずつ実施をしている。 

 

○委員 

絵本原画展は、ほかの地域（例えば三条市や新潟市の図書館）にポスターを配

っているのか。 

 

○事務局 

近隣の図書館や美術館などにもチラシやポスターを配布している。 

 

○委員 

図書館の価格設定について。行政でイベント参加費を数百円や無料という安い

金額で行ってしまうと、似たような業務を民間で行っている民間が育たないとい

うことがある。 

イベントに講師を呼ぶ場合にも、行政の価格が基準になるから、ボランティア

的な形で仕事をすることになる。嫌な言い方になるが、自治体が民間の足を引っ

張ることになりかねない。重点施策でも地域と結びついた事業を謳っているが、



必ずしも利用者が沢山いることだけが結びつきではなく、燕市で商売を営む人た

ちも気持ちよく活動できるということも大事なことだと思う。１つ１つの企画に

ついては気持ちを入れて行っていると思うが、お金の動きについてもう少し考え

ていただけると有難い。 

 

○事務局 

我々も地域を盛り上げていきたいという気持ちで運営している。地域連携とい

う形で今後も様々な活動を行っていきたいと思っている。図書館の範囲を超えて、

ただ人を集めればいいというわけではない。バランスを見ながら進めていきたい。 

 

 

協議  

(１) 第 3 次燕市子ども読書活動推進計画の策定について 

《事務局説明》 

（委員からの質問なし） 

 

(２) 本市の子どもの読書活動の実態 

《事務局説明》 

 

○委員 

アンケートの対象年齢を、3歳児保護者・小学 3年生・5年生・中学 2年生にし

たのは何故か。 

 

○事務局 

第 2次計画の際も同じ年代にアンケートを実施している。年代についてはアン

ケート実施前に保育士や教諭へ事前相談をしている。例えば 6年生だと中学受験

で忙しい等の事情を考慮しつつ、1番いい年代を抽出している。 

 

○委員 

「読み聞かせ実施園数」について。ボランティアのおはなし会に力を入れてい

るとのことだったが、保育園での読み聞かせがここ数年伸び悩んでいるのは何か

理由があるのか。 

 

○事務局 

担当課からは「コロナ禍の影響でボランティアの方を保育園に招くのが難しか

った」という回答をもらっている。これから第３次計画策定に向けて、乳幼児向

けの読書活動の整備に力を入れていきたいと思っているため、担当部署と協議を

進めていく。 

 

(３) 燕市第３次子ども読書活動推進計画の基本的な考え方 

《事務局説明》 

 

○委員 

要望をひとつ。「デジタル社会に向けた読書環境の整備」という項目があるが、



いま小学校の教育現場では、子どもたちはタブレットを使用している。タブレッ

トを使うことで、ますます学校図書館に足を運ばなくなる可能性もあるし、実際

に図書室や本屋で自ら手に取る体験も、小学校の段階では必要だと思う。デジタ

ルを整備するプラス面とマイナス面をよく検討していただきたい。ネットで検索

すれば一瞬で終わってしまうので、本で調べさせたいと思っている。 

 

 

以上 

 

 


